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二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
は
、
横
浜
市

中
央
卸
売
市
場
が
、一
九
三
一（
昭
和
六
）年

に
現
在
の
神
奈
川
区
山
内
町
に
開
場
し
て
か

ら
八
〇
周
年
に
あ
た
る
。
そ
こ
で
市
史
資
料

室
で
は
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
一
月

四
日
（
水
）
正
午
か
ら
三
月
四
日
（
日
）
ま

で
、
表
記
の
タ
イ
ト
ル
で
写
真
パ
ネ
ル
展
示

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

中
央
卸
売
市
場
は
、
毎
日
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
生
鮮
食
料
品
を
供
給
す
る
と
こ
ろ
と

し
て
、
市
民
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
場
所
で

あ
る
。
し
か
し
、
市
民
が
日
々
の
買
い
物
に

赴
く
と
こ
ろ
で
は
無
い
の
で
、
普
段
は
意
識

す
る
こ
と
が
な
い
場
所
で
も
あ
る
。

中
央
卸
売
市
場
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
一

九
七
〇
年
代
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。

今
回
の
展
示
で
は
、
主
に
高
度
経
済
成
長
期

ま
で
を
取
り
上
げ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の

後
を
含
め
て
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

※
以
下
、『
卸
売
市
場
制
度
五
十
年
史
』、『
横

浜
市
中
央
卸
売
市
場
三
十
年
史
』、『
本
場
60

周
年
記
念　

食
材
図
鑑
』、『
二
〇
一
一
横
浜

市
中
央
卸
売
市
場　

本
場
開
設
八
〇
周
年
』、

『
横
浜
市
史
Ⅱ
』、『
よ
こ
は
ま
経
済
』各
号
、

『
横
浜
経
済
と
市
民
生
活
』各
号
、
経
済
局
や

荷
受
会
社
な
ど
の
W
e
b
な
ど
に
よ
る
。

中
央
卸
売
市
場
と
は

い
ち
ば
は
、
人
が
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

持
ち
寄
っ
て
交
換
す
る
場
所
の
こ
と
で
あ
る
。

最
初
は
、
生
産
者
が
持
ち
寄
っ
て
交
換
す
る

小
さ
な
も
の
か
ら
、
需
要
の
拡
大
に
よ
り
次

第
に
大
き
く
な
り
、
問
屋
な
ど
専
門
の
業
者

も
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
中
で
、

生
鮮
食
料
品
は
品
質
が
急
速
に
劣
化
す
る
も

の
で
あ
り
、
取
引
の
迅
速
化
が
求
め
ら
れ
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
食
料
生
産
を
し
な
い
住
民

が
ほ
と
ん
ど
の
都
市
で
は
、
江
戸
日
本
橋
の

魚
河
岸
な
ど
大
き
な
市
場
が
成
立
し
て
い
た
。

明
治
時
代
以
降
に
な
る
と
、
工
業
化
の
た

め
に
食
料
購
入
層
は
よ
り
拡
大
し
た
。
そ
れ

に
連
れ
て
市
場
も
増
加
・
拡
大
し
た
が
、
生

鮮
食
料
品
の
安
定
供
給
に
は
問
題
が
生
じ
て

き
て
い
た
。
ひ
と
つ
は
価
格
の
問
題
で
、
価

格
決
定
過
程
が
見
え
な
い
の
で
適
正
価
格
か

ど
う
か
分
か
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
、
市
場
数

の
増
加
に
よ
り
市
場
間
競
争
が
激
し
く
な
り
、

商
品
を
確
保
す
る
た
め
に
価
格
が
上
が
っ
た

こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
市
場
施
設
が
不
完

全
で
衛
生
面
の
問
題
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
明
治
末
頃
か
ら
市
場
公
設

化
の
議
論
が
起
こ
り
、
一
九
二
三
（
大
正
一

二
）
年
「
中
央
卸
売
市
場
法
」
が
成
立
・
公

布
さ
れ
た
。
同
法
で
は
、
主
に
地
方
公
共
団

体
が
主
務
大
臣
の
指
定
し
た
都
市
・
隣
接
地

に
お
い
て
市
場
を
開
設
し
、「
糶
売
」（
せ
り
う

り
）
を
原
則
と
し
て
価
格
決
定
過
程
を
明
確

化
し
、
地
域
内
の
類
似
市
場
の
閉
鎖
を
命
じ

る
事
が
で
き
る
な
ど
統
制
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。と

こ
ろ
で
、
卸
売
市
場
に
つ
い
て
も
簡
単

に
説
明
す
る
と
、
最
終
的
な
消
費
者
に
販
売

す
る
の
で
は
無
く
、
卸
売
商
が
小
売
商
な
ど
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●ヨコハマの台所　ー横浜市中央卸売市場の80年ー

に
販
売
す
る
市
場
で
あ
る
（
図
1
を
参
照
）。

卸
売
や
仲
卸
と
い
っ
た
専
門
商
人
が
集
荷
や

分
荷
を
行
う
こ
と
で
、
価
格
付
け
や
販
売
を

迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
中
央
卸
売
市
場
法
は
、
こ
の
後
、

何
度
か
改
正
さ
れ
、一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）

年
に
中
央
卸
売
市
場
と
地
方
卸
売
市
場
を
規

定
し
た
卸
売
市
場
法
が
公
布
さ
れ
た
。

在
来
の
市
場

横
浜
市
域
で
は
、
江
戸
時
代
に
神
奈
川
に

魚
市
場
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
神
奈
川
浦
の
漁

業
等
を
前
提
と
し
た
集
散
市
場
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
明
治
時
代
後
半
に
は
二
問
屋
に

よ
る
経
営
と
な
り
、
中
央
卸
売
市
場
設
置
ま

で
続
い
た
。
一
方
、
開
港
以
後
、
舟
運
の
便

が
い
い
現
在
の
横
浜
公
園
近
在
で
市
場
的
な

取
引
が
行
わ
れ
出
し
た
が
、
衛
生
面
で
問
題

と
な
り
、
後
に
高
島
嘉
右
衛
門
が
港
町
に
四

品
市
場
会
社
を
設
置
し
た
（
一
八
七
二
年
）。

同
市
場
は
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
高

島
家
か
ら
問
屋
組
合
に
売
却
の
打
診
が
あ
り
、

魚
問
屋
・
青
果
問
屋
な
ど
に
よ
り
横
浜
食
品

市
場
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
市
場
を
引
き

継
い
で
い
る
。

青
果
市
場
で
は
、
港
町
市
場
の
ほ
か
、
明

治
か
ら
大
正
期
に
神
奈
川
県
の
認
可
を
受
け

た
市
場
が
合
計
八
か
所
あ
り
、
そ
れ
以
外
に

も
認
可
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
「
潜
り
市
場
」

も
存
在
し
て
、
市
場
間
競
争
が
激
し
く
行
わ

れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
認
可
市
場
で

は
市
場
合
同
を
計
画
し
、
横
浜
市
が
市
場
を

設
置
し
（
一
九
二
一
年
横
浜
市
中
央
食
品
市

場
）、合
同
し
た
会
社
（
横
浜
中
央
食
品
市
場

株
式
会
社
）
に
よ
り
運
営
す
る
、
ま
た
、
県

も
規
則
を
変
更
し
て
他
の
市
場
の
認
可
を
し

な
い
（
一
地
区
一
市
場
）
な
ど
、
中
央
卸
売

市
場
を
先
取
り
し
た
よ
う
な
市
場
を
創
設
し

た
。
し
か
し
、
近
郊
農
村
の
生
産
者
と
「
潜

り
市
場
」
と
さ
れ
た
市
場
商
人
の
反
対
が
激

し
く
、
そ
の
後
、
関
東
大
震
災
で
大
き
な
被

害
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
妥
協
せ
ざ
る
得

な
く
な
っ
た
。

震
災
復
興
と
中
央
卸
売
市
場

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
、
中
央
卸
売

市
場
法
が
公
布
さ
れ
た
が
、
そ
の
直
後
、
横

浜
は
関
東
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
。
ま
ず
、

大
都
市
で
設
置
を
進
め
た
中
央
卸
売
市
場
の

計
画
は
、
横
浜
市
で
は
、
震
災
復
興
事
業
と

し
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

は
じ
め
に
設
置
場
所
が
問
題
と
な
っ
た
。

当
初
は
、
横
浜
船
渠
株
式
会
社
に
隣
接
し
た

緑
町
・
橘
町
・
内
田
町
（
現
在
の
み
な
と
み

ら
い
四
丁
目
付
近
）
が
挙
が
っ
た
が
、
住
民

の
激
し
い
反
対
に
遭
い
、
い
く
つ
か
の
候
補

の
う
ち
、
現
在
の
山
内
町
に
決
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
同
地
が
当
時
の
横
浜
市
域
で
は
、
北

寄
り
で
あ
っ
た
た
め
に
、
寿
町
（
現
中
区
）

に
分
場
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
、
在
来
市
場
の
収
容
な
ど
が
問
題
と

な
っ
た
。
在
来
市
場
を
閉
鎖
す
る
の
で
補
償

問
題
や
、
市
場
の
卸
売
人
（
問
屋
・
荷
受
会

社
）
を
単
数
に
す
る
か
複
数
に
す
る
か
の
単

複
問
題
が
大
き
な
論
争
と
な
っ
た
。
単
複
問

題
は
市
会
で
単
数
と
決
定
さ
れ
た
が
、
魚
類

部
は
、
奨
励
金
の
問
題
も
あ
り
荷
受
会
社
の

創
立
が
遅
れ
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
二

月
一
一
日
、
先
ず
、
青
果
部
・
鳥
卵
部
・
肉

類
部
が
業
務
を
開
始
し
、
次
い
で
三
月
一
日

か
ら
鳥
類
部
が
業
務
を
開
始
し
た
の
に
対
し
、

魚
類
部
の
業
務
開
始
は
一
〇
月
一
一
日
と

な
っ
た
。
魚
類
部
は
、
旧
来
の
問
屋
を
売
場

の
責
任
者
と
し
、
出
荷
者
が
売
場
を
選
択
で

き
る
、
複
数
制
的
な
売
場
制
度
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。
な
お
、
青
果
部
は
従
来
の
慣
習
か
ら
、

蔬
菜
に
は
仲
買
人
を
置
か
ず
小
売
商
が
せ
り

に
参
加
し
、
果
物
も
小
売
商
が
せ
り
に
参
加

で
き
た
。

図
2
に
あ
る
よ
う
に
、
開
設
当
初
の
市
場

は
、
万
代
橋
（
萬
代
橋
）
を
渡
る
と
左
側
に

事
務
所
な
ど
が
、
右
側
に
売
り
場
が
並
ん
で

い
た
。
鉄
道
の
貨
物
線
が
引
か
れ
、
船
が
着

く
た
め
の
岸
壁
も
整
備
さ
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
前
後

こ
の
よ
う
に
一
九
三
一
年
に
開
業
し
た
横

浜
市
中
央
卸
売
市
場
は
、
そ
の
後
は
順
調
に

推
移
し
た
。
し
か
し
、
次
第
に
戦
時
色
が
強

く
な
り
経
済
統
制
が
始
ま
る
と
、
市
場
も
影

響
を
受
け
始
め
て
く
る
。
一
九
三
九
（
昭
和

一
四
）
年
一
〇
月
の
価
格
等
統
制
令
で
は
、

生
鮮
食
料
品
は
価
格
据
置
の
対
象
外
で
あ
っ

た
が
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
は
多

く
の
野
菜
・
鮮
魚
の
統
制
価
格
が
決
め
ら
れ
、

四
一
年
に
は
ほ
と
ん
ど
総
て
に
統
制
価
格
が

設
定
さ
れ
、
せ
り
に
よ
る
価
格
決
定
機
能
を

失
っ
た
。
集
出
荷
の
統
制
が
行
わ
れ
、
配
給

制
度
も
始
ま
り
、
そ
の
中
で
、
仲
買
人
の
廃

止
が
決
定
し
た
。
戦
争
が
進
む
と
生
鮮
食
料

品
の
統
制
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
新

た
な
仕
組
み
と
し
て
統
制
会
社
が
設
立
さ
れ

た
。
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
、
神
奈
川
青
果

物
配
給
統
制
株
式
会
社
と
神
奈
川
魚
類
配
給

統
制
株
式
会
社
が
、
横
浜
青
果
株
式
会
社
や

横
浜
生
魚
塩
干
株
式
会
社
な
ど
の
荷
受
会
社

や
生
産
者
団
体
の
農
業
会
・
水
産
会
、
小
売

商
団
体
な
ど
が
出
資
し
て
創
立
し
た
。
し
か

し
、
入
荷
量
の
激
減
な
ど
に
よ
っ
て
配
給
は

機
能
し
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
五
月
の
空
襲
で
は
、

本
場
は
軽
微
な
被
害
で
あ
っ
た
。
分
場
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
は
残
っ
た
が
、
周
辺
は

大
き
な
被
害
と
な
っ
た
。
敗
戦
後
、
本
場
は

短
期
間
の
米
軍
の
接
収
が
あ
り
、
分
場
の
あ

る
関
外
地
区
は
広
い
範
囲
で
接
収
と
な
っ
た
。

こ
の
時
期
は
、
食
糧
不
足
が
大
き
な
問
題

で
あ
っ
た
。
G
H
Q
は
、
最
初
、
生
鮮
食
料

品
の
統
制
撤
廃
を
命
じ
た
が
、
物
資
不
足
に

よ
り
価
格
が
高
騰
し
、
再
び
統
制
を
命
じ
た
。

市
場
に
入
っ
て
く
る
品
物
は
少
な
く
、
そ
の

他
は
ヤ
ミ
に
流
れ
て
い
っ
た
。
野
菜
類
の
統

制
全
廃
は
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
、
鮮

魚
類
は
五
〇
年
で
あ
っ
た
。

戦
後
改
革
と
市
場

戦
時
中
の
統
制
会
社
は
、
戦
後
改
革
の
中

で
廃
止
さ
れ
、
ま
た
、
独
占
禁
止
法
が
制
定

さ
れ
、
単
数
制
が
困
難
と
な
っ
た
。
昭
和
二

〇
年
代
前
半
に
は
、
青
果
で
は
、
横
浜
丸
中

青
果
株
式
会
社
と
金
港
青
果
株
式
会
社
等
が

設
立
さ
れ
、
漬
物
で
は
横
浜
漬
物
種
苗
株
式

会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
魚
類
で
は
、
横
浜
魚

株
式
会
社
（
横
浜
魚
類
株
式
会
社
）
と
横
浜

魚
市
場
荷
受
株
式
会
社
（
横
浜
丸
魚
株
式
会

社
）
な
ど
が
設
立
さ
れ
て
、
青
果
・
水
産
と

も
に
複
数
制
と
な
っ
た
。
ま
た
、
戦
時
統
制

で
廃
止
さ
れ
て
い
た
魚
類
仲
買
人
は
、
一
九

五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
、
企
業
組
合
の
形
で

復
活
し
（
五
五
企
業
組
合
）、五
三
（
昭
和
二

八
）
年
に
は
個
人
営
業
が
認
め
ら
れ
て
、
一

四
〇
の
仲
買
人
が
許
可
さ
れ
た
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
の
復
興
期
に
は
、

人
口
の
急
増
な
ど
か
ら
取
引
高
が
増
大
し
、

市
場
の
狭
隘
が
問
題
化
し
て
く
る
。
こ
れ
は
、

高
度
経
済
成
長
期
に
も
顕
著
と
な
り
、
整

備
・
拡
張
が
矢
継
ぎ
早
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。

拡
張
・
整
備
計
画

市
場
の
拡
張
は
、
橋
本
川
の
埋
立
か
ら
始

め
ら
れ
た
。
図
2
下
の
万
代
橋
左
側
の
丁
字

に
な
っ
て
い
る
橋
本
川
を
、
丁
字
の
左
側
を

埋
立
（
一
九
五
〇
年
一
二
月
完
成
）、
青
果
の

卸
売
場
を
建
設
し
た
（
五
四
年
三
月
完
成
）。

次
い
で
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
度
か
ら
、

隣
接
す
る
三
菱
日
本
重
工
業
の
土
地
を
借
地

し
、
青
果
卸
売
場
や
卸
売
人
や
小
売
商
組
合

の
事
務
所
等
を
建
設
し
た
。
合
わ
せ
て
青
果

部
専
用
の
鉄
道
引
込
線
を
敷
設
し
た
（
一
九

五
九
年
度
ま
で
）。
こ
れ
に
よ
り
、
青
果
部

と
水
産
部
の
建
物
は
隣
接
し
な
く
な
っ
た
。

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
度
か
ら
は
、

水
産
部
の
整
備
が
行
わ
れ
、
仲
卸
売
場
や
卸

売
場
な
ど
が
六
三
年
度
に
か
け
て
建
設
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年

に
は
、
本
場
管
理
庁
舎
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、

整
備
が
進
ん
だ
。

ま
た
、
食
肉
で
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二

〇
）
年
、
民
間
屠
場
の
閉
鎖
な
ど
に
よ
り
、

本
場
内
に
屠
場
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
五

六
（
昭
和
三
一
）
年
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
接
収

か
ら
解
除
と
な
っ
た
鶴
見
区
大
黒
町
を
敷
地

と
定
め
、
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
九
月
に
横

浜
市
中
央
卸
売
場
食
肉
市
場
と
し
て
開
場

し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
市
場
拡
張
は
、
高
度

成
長
期
の
取
引
拡
大
に
は
追
い
つ
か
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
、

新
た
な
市
場
（
分
場
）
を
建
設
す
る
案
が
浮

上
し
、場
所
を
根
岸
湾
埋
立
地
の
「
ハ
地
区
」

（
現
在
の
金
沢
区
鳥
浜
町
）
と
し
て
、
一
九

七
一
（
昭
和
四
六
）
年
九
月
に
着
工
、
七
三

（
四
八
）
年
完
成
し
、
一
一
月
か
ら
営
業

を
開
始
し
た
。
こ
の
横
浜
市
中
央
卸
売
市
場

南
部
市
場
は
、
広
い
敷
地
に
大
規
模
な
駐
車

場
を
持
ち
、
大
型
冷
蔵
庫
の
設
置
な
ど
、
時

代
の
変
化
に
対
応
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
規
則
改
正
に
対
応
し
て
、
花
き
部
が

公
的
市
場
で
初
設
置
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

当
初
は
周
辺
道
路
整
備
の
遅
れ
な
ど
に
よ
り

集
荷
は
少
な
く
、
そ
の
た
め
に
区
域
外
へ
の

転
送
と
大
型
店
の
買
い
出
し
誘
致
を
積
極
的

に
進
め
て
い
る
。

一
方
、
制
度
の
変
更
に
よ
る
新
設
も
行
わ

れ
た
。
こ
の
時
代
に
は
、
生
鮮
食
料
品
の
流

通
拡
大
や
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
現

な
ど
に
よ
る
流
通
の
変
化
に
対
応
す
る
市
場

が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
中
央
卸
売
市
場
だ

け
で
無
く
地
方
卸
売
市
場
を
設
定
し
、
包
括

的
な
法
整
備
と
し
て
、
一
九
七
一
（
昭
和
四

六
）
年
卸
売
市
場
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の

中
で
は
、
従
来
か
ら
要
求
が
あ
っ
た
仲
買
人

に
つ
い
て
、
仲
卸
の
名
称
と
し
、
原
則
設
置

と
な
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
横
浜
市
中
央

卸
売
市
場
の
青
果
部
で
は
、
伝
統
的
に
仲
買

人
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
同
法
や
分
荷

の
迅
速
化
要
求
に
よ
り
一
九
七
二
年
仲
卸
の

設
置
を
決
定
し
た
。
南
部
市
場
で
は
当
初
か

ら
計
画
さ
れ
、
本
場
で
は
、
同
年
に
接
収
解

除
と
な
っ
た
、
卸
売
場
に
隣
接
し
ア
メ
リ
カ

軍
の
ラ
ン
ド
リ
ー
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

場
所
に
、
仮
の
仲
卸
売
場
を
設
置
し
た
。

図1　中央卸売市場の概略

図2　�開業時の横浜市中央卸売市場配置図	  
（原図『昭和六年　横浜市中央卸売市場年報』）
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●ヨコハマの台所　ー横浜市中央卸売市場の80年ー

に
販
売
す
る
市
場
で
あ
る
（
図
1
を
参
照
）。

卸
売
や
仲
卸
と
い
っ
た
専
門
商
人
が
集
荷
や

分
荷
を
行
う
こ
と
で
、
価
格
付
け
や
販
売
を

迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
中
央
卸
売
市
場
法
は
、
こ
の
後
、

何
度
か
改
正
さ
れ
、一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）

年
に
中
央
卸
売
市
場
と
地
方
卸
売
市
場
を
規

定
し
た
卸
売
市
場
法
が
公
布
さ
れ
た
。

在
来
の
市
場

横
浜
市
域
で
は
、
江
戸
時
代
に
神
奈
川
に

魚
市
場
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
神
奈
川
浦
の
漁

業
等
を
前
提
と
し
た
集
散
市
場
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
明
治
時
代
後
半
に
は
二
問
屋
に

よ
る
経
営
と
な
り
、
中
央
卸
売
市
場
設
置
ま

で
続
い
た
。
一
方
、
開
港
以
後
、
舟
運
の
便

が
い
い
現
在
の
横
浜
公
園
近
在
で
市
場
的
な

取
引
が
行
わ
れ
出
し
た
が
、
衛
生
面
で
問
題

と
な
り
、
後
に
高
島
嘉
右
衛
門
が
港
町
に
四

品
市
場
会
社
を
設
置
し
た
（
一
八
七
二
年
）。

同
市
場
は
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
高

島
家
か
ら
問
屋
組
合
に
売
却
の
打
診
が
あ
り
、

魚
問
屋
・
青
果
問
屋
な
ど
に
よ
り
横
浜
食
品

市
場
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
市
場
を
引
き

継
い
で
い
る
。

青
果
市
場
で
は
、
港
町
市
場
の
ほ
か
、
明

治
か
ら
大
正
期
に
神
奈
川
県
の
認
可
を
受
け

た
市
場
が
合
計
八
か
所
あ
り
、
そ
れ
以
外
に

も
認
可
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
「
潜
り
市
場
」

も
存
在
し
て
、
市
場
間
競
争
が
激
し
く
行
わ

れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
認
可
市
場
で

は
市
場
合
同
を
計
画
し
、
横
浜
市
が
市
場
を

設
置
し
（
一
九
二
一
年
横
浜
市
中
央
食
品
市

場
）、合
同
し
た
会
社
（
横
浜
中
央
食
品
市
場

株
式
会
社
）
に
よ
り
運
営
す
る
、
ま
た
、
県

も
規
則
を
変
更
し
て
他
の
市
場
の
認
可
を
し

な
い
（
一
地
区
一
市
場
）
な
ど
、
中
央
卸
売

市
場
を
先
取
り
し
た
よ
う
な
市
場
を
創
設
し

た
。
し
か
し
、
近
郊
農
村
の
生
産
者
と
「
潜

り
市
場
」
と
さ
れ
た
市
場
商
人
の
反
対
が
激

し
く
、
そ
の
後
、
関
東
大
震
災
で
大
き
な
被

害
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
妥
協
せ
ざ
る
得

な
く
な
っ
た
。

震
災
復
興
と
中
央
卸
売
市
場

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
、
中
央
卸
売

市
場
法
が
公
布
さ
れ
た
が
、
そ
の
直
後
、
横

浜
は
関
東
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
。
ま
ず
、

大
都
市
で
設
置
を
進
め
た
中
央
卸
売
市
場
の

計
画
は
、
横
浜
市
で
は
、
震
災
復
興
事
業
と

し
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

は
じ
め
に
設
置
場
所
が
問
題
と
な
っ
た
。

当
初
は
、
横
浜
船
渠
株
式
会
社
に
隣
接
し
た

緑
町
・
橘
町
・
内
田
町
（
現
在
の
み
な
と
み

ら
い
四
丁
目
付
近
）
が
挙
が
っ
た
が
、
住
民

の
激
し
い
反
対
に
遭
い
、
い
く
つ
か
の
候
補

の
う
ち
、
現
在
の
山
内
町
に
決
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
同
地
が
当
時
の
横
浜
市
域
で
は
、
北

寄
り
で
あ
っ
た
た
め
に
、
寿
町
（
現
中
区
）

に
分
場
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
、
在
来
市
場
の
収
容
な
ど
が
問
題
と

な
っ
た
。
在
来
市
場
を
閉
鎖
す
る
の
で
補
償

問
題
や
、
市
場
の
卸
売
人
（
問
屋
・
荷
受
会

社
）
を
単
数
に
す
る
か
複
数
に
す
る
か
の
単

複
問
題
が
大
き
な
論
争
と
な
っ
た
。
単
複
問

題
は
市
会
で
単
数
と
決
定
さ
れ
た
が
、
魚
類

部
は
、
奨
励
金
の
問
題
も
あ
り
荷
受
会
社
の

創
立
が
遅
れ
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
二

月
一
一
日
、
先
ず
、
青
果
部
・
鳥
卵
部
・
肉

類
部
が
業
務
を
開
始
し
、
次
い
で
三
月
一
日

か
ら
鳥
類
部
が
業
務
を
開
始
し
た
の
に
対
し
、

魚
類
部
の
業
務
開
始
は
一
〇
月
一
一
日
と

な
っ
た
。
魚
類
部
は
、
旧
来
の
問
屋
を
売
場

の
責
任
者
と
し
、
出
荷
者
が
売
場
を
選
択
で

き
る
、
複
数
制
的
な
売
場
制
度
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。
な
お
、
青
果
部
は
従
来
の
慣
習
か
ら
、

蔬
菜
に
は
仲
買
人
を
置
か
ず
小
売
商
が
せ
り

に
参
加
し
、
果
物
も
小
売
商
が
せ
り
に
参
加

で
き
た
。

図
2
に
あ
る
よ
う
に
、
開
設
当
初
の
市
場

は
、
万
代
橋
（
萬
代
橋
）
を
渡
る
と
左
側
に

事
務
所
な
ど
が
、
右
側
に
売
り
場
が
並
ん
で

い
た
。
鉄
道
の
貨
物
線
が
引
か
れ
、
船
が
着

く
た
め
の
岸
壁
も
整
備
さ
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
前
後

こ
の
よ
う
に
一
九
三
一
年
に
開
業
し
た
横

浜
市
中
央
卸
売
市
場
は
、
そ
の
後
は
順
調
に

推
移
し
た
。
し
か
し
、
次
第
に
戦
時
色
が
強

く
な
り
経
済
統
制
が
始
ま
る
と
、
市
場
も
影

響
を
受
け
始
め
て
く
る
。
一
九
三
九
（
昭
和

一
四
）
年
一
〇
月
の
価
格
等
統
制
令
で
は
、

生
鮮
食
料
品
は
価
格
据
置
の
対
象
外
で
あ
っ

た
が
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
は
多

く
の
野
菜
・
鮮
魚
の
統
制
価
格
が
決
め
ら
れ
、

四
一
年
に
は
ほ
と
ん
ど
総
て
に
統
制
価
格
が

設
定
さ
れ
、
せ
り
に
よ
る
価
格
決
定
機
能
を

失
っ
た
。
集
出
荷
の
統
制
が
行
わ
れ
、
配
給

制
度
も
始
ま
り
、
そ
の
中
で
、
仲
買
人
の
廃

止
が
決
定
し
た
。
戦
争
が
進
む
と
生
鮮
食
料

品
の
統
制
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
新

た
な
仕
組
み
と
し
て
統
制
会
社
が
設
立
さ
れ

た
。
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
、
神
奈
川
青
果

物
配
給
統
制
株
式
会
社
と
神
奈
川
魚
類
配
給

統
制
株
式
会
社
が
、
横
浜
青
果
株
式
会
社
や

横
浜
生
魚
塩
干
株
式
会
社
な
ど
の
荷
受
会
社

や
生
産
者
団
体
の
農
業
会
・
水
産
会
、
小
売

商
団
体
な
ど
が
出
資
し
て
創
立
し
た
。
し
か

し
、
入
荷
量
の
激
減
な
ど
に
よ
っ
て
配
給
は

機
能
し
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
五
月
の
空
襲
で
は
、

本
場
は
軽
微
な
被
害
で
あ
っ
た
。
分
場
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
は
残
っ
た
が
、
周
辺
は

大
き
な
被
害
と
な
っ
た
。
敗
戦
後
、
本
場
は

短
期
間
の
米
軍
の
接
収
が
あ
り
、
分
場
の
あ

る
関
外
地
区
は
広
い
範
囲
で
接
収
と
な
っ
た
。

こ
の
時
期
は
、
食
糧
不
足
が
大
き
な
問
題

で
あ
っ
た
。
G
H
Q
は
、
最
初
、
生
鮮
食
料

品
の
統
制
撤
廃
を
命
じ
た
が
、
物
資
不
足
に

よ
り
価
格
が
高
騰
し
、
再
び
統
制
を
命
じ
た
。

市
場
に
入
っ
て
く
る
品
物
は
少
な
く
、
そ
の

他
は
ヤ
ミ
に
流
れ
て
い
っ
た
。
野
菜
類
の
統

制
全
廃
は
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
、
鮮

魚
類
は
五
〇
年
で
あ
っ
た
。

戦
後
改
革
と
市
場

戦
時
中
の
統
制
会
社
は
、
戦
後
改
革
の
中

で
廃
止
さ
れ
、
ま
た
、
独
占
禁
止
法
が
制
定

さ
れ
、
単
数
制
が
困
難
と
な
っ
た
。
昭
和
二

〇
年
代
前
半
に
は
、
青
果
で
は
、
横
浜
丸
中

青
果
株
式
会
社
と
金
港
青
果
株
式
会
社
等
が

設
立
さ
れ
、
漬
物
で
は
横
浜
漬
物
種
苗
株
式

会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
魚
類
で
は
、
横
浜
魚

株
式
会
社
（
横
浜
魚
類
株
式
会
社
）
と
横
浜

魚
市
場
荷
受
株
式
会
社
（
横
浜
丸
魚
株
式
会

社
）
な
ど
が
設
立
さ
れ
て
、
青
果
・
水
産
と

も
に
複
数
制
と
な
っ
た
。
ま
た
、
戦
時
統
制

で
廃
止
さ
れ
て
い
た
魚
類
仲
買
人
は
、
一
九

五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
、
企
業
組
合
の
形
で

復
活
し
（
五
五
企
業
組
合
）、五
三
（
昭
和
二

八
）
年
に
は
個
人
営
業
が
認
め
ら
れ
て
、
一

四
〇
の
仲
買
人
が
許
可
さ
れ
た
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
の
復
興
期
に
は
、

人
口
の
急
増
な
ど
か
ら
取
引
高
が
増
大
し
、

市
場
の
狭
隘
が
問
題
化
し
て
く
る
。
こ
れ
は
、

高
度
経
済
成
長
期
に
も
顕
著
と
な
り
、
整

備
・
拡
張
が
矢
継
ぎ
早
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。

拡
張
・
整
備
計
画

市
場
の
拡
張
は
、
橋
本
川
の
埋
立
か
ら
始

め
ら
れ
た
。
図
2
下
の
万
代
橋
左
側
の
丁
字

に
な
っ
て
い
る
橋
本
川
を
、
丁
字
の
左
側
を

埋
立
（
一
九
五
〇
年
一
二
月
完
成
）、
青
果
の

卸
売
場
を
建
設
し
た
（
五
四
年
三
月
完
成
）。

次
い
で
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
度
か
ら
、

隣
接
す
る
三
菱
日
本
重
工
業
の
土
地
を
借
地

し
、
青
果
卸
売
場
や
卸
売
人
や
小
売
商
組
合

の
事
務
所
等
を
建
設
し
た
。
合
わ
せ
て
青
果

部
専
用
の
鉄
道
引
込
線
を
敷
設
し
た
（
一
九

五
九
年
度
ま
で
）。
こ
れ
に
よ
り
、
青
果
部

と
水
産
部
の
建
物
は
隣
接
し
な
く
な
っ
た
。

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
度
か
ら
は
、

水
産
部
の
整
備
が
行
わ
れ
、
仲
卸
売
場
や
卸

売
場
な
ど
が
六
三
年
度
に
か
け
て
建
設
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年

に
は
、
本
場
管
理
庁
舎
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、

整
備
が
進
ん
だ
。

ま
た
、
食
肉
で
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二

〇
）
年
、
民
間
屠
場
の
閉
鎖
な
ど
に
よ
り
、

本
場
内
に
屠
場
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
五

六
（
昭
和
三
一
）
年
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
接
収

か
ら
解
除
と
な
っ
た
鶴
見
区
大
黒
町
を
敷
地

と
定
め
、
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
九
月
に
横

浜
市
中
央
卸
売
場
食
肉
市
場
と
し
て
開
場

し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
市
場
拡
張
は
、
高
度

成
長
期
の
取
引
拡
大
に
は
追
い
つ
か
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
、

新
た
な
市
場
（
分
場
）
を
建
設
す
る
案
が
浮

上
し
、場
所
を
根
岸
湾
埋
立
地
の
「
ハ
地
区
」

（
現
在
の
金
沢
区
鳥
浜
町
）
と
し
て
、
一
九

七
一
（
昭
和
四
六
）
年
九
月
に
着
工
、
七
三

（
四
八
）
年
完
成
し
、
一
一
月
か
ら
営
業

を
開
始
し
た
。
こ
の
横
浜
市
中
央
卸
売
市
場

南
部
市
場
は
、
広
い
敷
地
に
大
規
模
な
駐
車

場
を
持
ち
、
大
型
冷
蔵
庫
の
設
置
な
ど
、
時

代
の
変
化
に
対
応
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
規
則
改
正
に
対
応
し
て
、
花
き
部
が

公
的
市
場
で
初
設
置
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

当
初
は
周
辺
道
路
整
備
の
遅
れ
な
ど
に
よ
り

集
荷
は
少
な
く
、
そ
の
た
め
に
区
域
外
へ
の

転
送
と
大
型
店
の
買
い
出
し
誘
致
を
積
極
的

に
進
め
て
い
る
。

一
方
、
制
度
の
変
更
に
よ
る
新
設
も
行
わ

れ
た
。
こ
の
時
代
に
は
、
生
鮮
食
料
品
の
流

通
拡
大
や
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
現

な
ど
に
よ
る
流
通
の
変
化
に
対
応
す
る
市
場

が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
中
央
卸
売
市
場
だ

け
で
無
く
地
方
卸
売
市
場
を
設
定
し
、
包
括

的
な
法
整
備
と
し
て
、
一
九
七
一
（
昭
和
四

六
）
年
卸
売
市
場
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の

中
で
は
、
従
来
か
ら
要
求
が
あ
っ
た
仲
買
人

に
つ
い
て
、
仲
卸
の
名
称
と
し
、
原
則
設
置

と
な
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
横
浜
市
中
央

卸
売
市
場
の
青
果
部
で
は
、
伝
統
的
に
仲
買

人
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
同
法
や
分
荷

の
迅
速
化
要
求
に
よ
り
一
九
七
二
年
仲
卸
の

設
置
を
決
定
し
た
。
南
部
市
場
で
は
当
初
か

ら
計
画
さ
れ
、
本
場
で
は
、
同
年
に
接
収
解

除
と
な
っ
た
、
卸
売
場
に
隣
接
し
ア
メ
リ
カ

軍
の
ラ
ン
ド
リ
ー
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

場
所
に
、
仮
の
仲
卸
売
場
を
設
置
し
た
。

諸車置場等を改築した卸売場　1958（昭和33）年頃� （市史資料室所蔵）

南部市場　1973（昭和48）年頃　広報課写真資料（市史資料室所蔵）
　開場後かどうかは不明だが、周辺部の整備の遅れが目立つ。
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輸
送
手
段
の
変
化

入
荷
で
は
、
一
九
三
一
年
開
場
以
降
、
戦

前
期
で
は
、
魚
類
は
自
動
車
が
優
位
で
一
九

三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
六
割
、
青
果
は
近

在
産
地
が
多
か
っ
た
の
で
荷
車
・
牛
車
な
ど

「
そ
の
他
」
が
五
割
前
後
で
あ
っ
た
。
三
七

年
以
降
は
、
燃
料
の
問
題
な
ど
か
ら
次
第
に

貨
車
輸
送
が
増
加
し
、
四
一
（
昭
和
一
六
）

年
に
は
魚
類
で
は
六
五
％
、
青
果
で
も
荷
車

類
の
四
七
％
に
匹
敵
す
る
四
三
％
と
な
っ
た
。

買
出
人
は
、
ト
ラ
ッ
ク
も
多
か
っ
た
が
、
タ

ク
シ
ー
や
自
転
車
、
諸
車
な
ど
様
々
で
あ
っ

た
。第

二
次
世
界
大
戦
後
も
、
貨
車
が
優
位
な

時
代
が
続
き
、
先
述
の
よ
う
に
拡
張
に
際
し

て
貨
車
の
引
込
線
が
設
置
さ
れ
た
が
、
次
第

に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
一

九
六
〇
年
代
前
半
に
は
、
既
に
若
干
ト
ラ
ッ

ク
が
上
回
っ
て
お
り
、
六
六
（
昭
和
四
一
）

年
に
は
青
果
で
八
割
、
水
産
で
も
七
割
以
上

が
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、

こ
の
間
、
ト
ラ
ッ
ク
の
大
型
化
が
進
ん
で

い
っ
た
。
買
い
出
し
も
自
動
車
が
大
多
数
と

な
り
、
中
央
卸
売
市
場
の
施
設
面
で
駐
車
場

な
ど
自
動
車
へ
の
対
応
が
重
要
と
な
っ
た
。

一
方
で
、
南
部
市
場
で
は
、
鉄
道
貨
物
線
は

設
置
さ
れ
ず
、
本
場
で
も
一
九
八
二
（
昭
和

五
七
）
年
国
鉄
市
場
駅
が
廃
止
さ
れ
た
。

市
で
は
、
こ
の
前
年
の
八
一
年
に
は
、
第

三
次
中
央
卸
売
市
場
整
備
計
画
を
策
定
し
、

本
場
の
狭
い
敷
地
の
有
効
活
用
と
し
て
、
立

体
化
・
重
層
化
し
て
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
出
す

計
画
と
し
た
。
水
産
棟
と
関
連
棟
は
一
九
八

六
（
昭
和
六
一
）
年
に
、
青
果
棟
は
一
九
九

二
（
平
成
四
）
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
、

ほ
ぼ
現
在
の
姿
と
な
っ
た
。

大
口
需
要
者
の
登
場
〜
現
在

産
地
で
は
、
一
九
二
三
年
中
央
卸
売
市
場

法
が
施
行
さ
れ
た
当
時
か
ら
、
共
同
出
荷
、

出
荷
の
大
口
化
が
言
わ
れ
て
い
た
が
、
農
協

や
出
荷
組
合
の
共
選
に
よ
る
規
格
化
、
漁
業

会
社
の
大
型
化
、
冷
蔵
・
冷
凍
技
術
の
進
歩

に
よ
る
青
果
・
魚
類
の
出
荷
調
整
な
ど
、
高

度
経
済
成
長
以
降
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
従
来
も
東
京
の
卸
売
市
場

の
影
響
を
受
け
る
場
所
で
あ
っ
た
が
、
一
九

八
二
（
昭
和
五
七
）
年
川
崎
市
中
央
卸
売
市

場
北
部
市
場
の
設
置
な
ど
に
よ
っ
て
、
新
た

な
市
場
間
競
争
も
起
こ
っ
て
き
た
。

一
方
、
買
出
人
は
、
町
の
八
百
屋
・
魚
屋

や
飲
食
店
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
小
規
模
で
あ
っ

た
が
、
一
九
五
〇
年
代
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
方

式
の
大
型
店
（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
が

出
現
し
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
チ
ェ
ー
ン

店
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
各
地
に
出

来
は
じ
め
た
。
ま
た
、
外
食
産
業
で
も
、

チ
ェ
ー
ン
化
、
大
型
化
が
次
第
に
進
ん
で

い
っ
た
。
こ
れ
ら
大
口
買
出
人
は
、
品
質
・

価
格
・
数
量
な
ど
の
安
定
を
常
に
求
め
て
き

た
。
市
場
は
、
従
来
、
零
細
生
産
者
が
保
存

性
の
悪
い
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
、
多
種
類

の
生
産
品
を
持
ち
込
み
、
そ
れ
が
せ
り
に
よ

り
日
々
価
格
が
変
動
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
、
市
場
を
通
さ
ず

に
大
口
需
要
者
が
直
接
産
地
と
取
引
す
る

「
市
場
外
取
引
」、
市
場
で
せ
り
の
前
に
取

引
す
る
「
抜
き
取
り
」
や
「
予
約
相
対
取
引
」

な
ど
、
例
外
と
さ
れ
た
も
の
が
次
第
に
増
大

し
て
き
た
。

ま
た
、
い
ま
で
は
店
頭
で
普
通
に
見
ら
れ

る
、
青
果
や
鮮
魚
類
の
個
別
パ
ッ
ク
な
ど
の

包
装
も
、
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
か
ら

一
般
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。

南
部
市
場
は
既
に
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら

の
大
口
需
要
者
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
ま
た
、

本
場
・
南
部
市
場
と
も
に
、
低
温
卸
売
場
な

ど
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
商

品
の
個
別
包
装
も
市
場
に
求
め
ら
れ
て
き
て

お
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
施
設
の
設
置
も

行
っ
て
き
て
い
る
。

横
浜
市
で
は
、
八
〇
周
年
を
迎
え
る
前
年

の
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
、
本
場
・
南

部
市
場
に
つ
い
て
、
規
模
適
正
化
や
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
機
能
強
化
と
し
て
、
南
部
市
場
の

廃
止
を
決
め
て
い
る
。
こ
の
南
部
市
場
跡
は
、

「
本
場
を
補
完
す
る
加
工
・
配
送
、
流
通
の

場
と
し
て
活
用
す
る
」
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

�

（
百
瀬
敏
夫
）

一
、
『
横
浜
グ
ラ
フ
』
の
概
要

横
浜
開
港
一
五
〇
周
年
を
迎
え
た
二
〇
〇

九
（
平
成
二
一
）
年
六
月
、
横
浜
市
史
資
料

室
は
写
真
集
『
昭
和
の
横
浜
』
を
刊
行
し
た
。

同
写
真
集
は
当
資
料
室
の
所
蔵
す
る
代
表
的

な
写
真
を
集
め
た
書
籍
で
、
一
九
二
三
（
大

正
一
二
）
年
九
月
の
関
東
大
震
災
か
ら
震
災

復
興
期
、
満
州
事
変
か
ら
日
米
戦
争
に
至
る

戦
時
期
、
さ
ら
に
敗
戦
か
ら
占
領
期
を
経
て

高
度
経
済
成
長
期
に
至
る
横
浜
の
姿
を
描
い

て
い
る
。
現
在
、
横
浜
の
昭
和
史
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
手
軽
な
ツ
ー
ル
と
し
て
多
く
の

方
々
に
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
『
昭
和
の
横
浜
』
で
は
、
昭

和
初
期
の
横
浜
を
語
る
歴
史
資
料
と
し
て

『
横
浜
グ
ラ
フ
』
所
収
の
写
真
を
数
多
く
用

い
た
。『
横
浜
グ
ラ
フ
』
と
は
、
横
浜
市
中

区
太
田
町
一
丁
目
一
五
番
地
・
岩
崎
ビ
ル
一

階
に
所
在
し
た
国
際
写
真
通
信
社
が
一
九
三

四
（
昭
和
九
）
年
に
発
行
し
た
時
事
写
真
通

信
で
、『
昭
和
の
横
浜
』
以
前
に
も
多
く
の
書

籍
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。
横
浜
都
市
発
展
記

念
館
・
調
査
研
究
員
の
吉
崎
雅
規
氏
の
調
査

に
依
れ
ば
、
現
在
、
横
浜
都
市
発
展
記
念
館

以
外
に
も
横
浜
市
中
央
図
書
館
や
神
奈
川
県

立
図
書
館
、
そ
し
て
当
資
料
室
に
そ
の
所
在

が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
横
浜
都
市
発
展
記
念

館
W
e
b
サ
イ
ト
「『
横
浜
グ
ラ
フ
』―
昭
和

九
年
の
横
浜
―
」
参
照
）。

『
横
浜
グ
ラ
フ
』の
タ
イ
ト
ル
か
ら
写
真
雑

誌
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
同
資
料

は
印
刷
・
製
本
さ
れ
た
写
真
雑
誌
で

な
く
、
国
際
写
真
通
信
社
が
撮
影
し

た
写
真
と
解
説
ラ
ベ
ル
を
定
期
的
に

契
約
者
に
届
け
、
そ
れ
を
個
々
の
契

約
者
が
【
写
真
一
】
の
よ
う
な
専
用

の
ア
ル
バ
ム
（
表
紙
：
縦
三
八
・
五

×
縦
二
六
セ
ン
チ
）
に
収
め
た
も
の

で
あ
る
。
そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
た

め
、
現
存
す
る
『
横
浜
グ
ラ
フ
』
の

写
真
は
、
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
三

〇
六
枚
、
横
浜
市
中
央
図
書
館
二
四

六
枚
、
神
奈
川
県
立
図
書
館
一
六
八

枚
、
横
浜
市
史
資
料
室
一
〇
七
枚
と

所
蔵
機
関
に
よ
っ
て
枚
数
が
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
原
所
蔵
者

の
保
管
状
況
に
よ
る
も
の
が
大
き
い

だ
ろ
う
。
例
え
ば
、【
写
真
二
】
に
示
す
よ

う
に
、
当
資
料
室
の
『
横
浜
グ
ラ
フ
』
は
原

所
蔵
者
が
気
に
入
っ
た
写
真
を
意
図
的
に
剝

が
し
た
形
跡
が
あ
り
、
枚
数
減
少
の
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

写
真
の
枚
数
か
ら
考
え
れ
ば
、
枚
数
の
一

番
多
い
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
の
も
の
が
最

も
完
成
形
に
近
く
、
反
対
に
枚
数
の
一
番
少

な
い
当
資
料
室
の
も
の
が
最
も
完
成
形
か
ら

遠
い
。
ま
た
、【
表
一
】
に
示
す
よ
う
に
、

当
資
料
室
所
蔵
の
写
真
は
、
配
信
が
始
ま
っ

た
三
月
初
旬
か
ら
七
月
初
旬
に
限
ら
れ
て
お

り
、
情
報
量
も
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
一
九
三
四
年
の
横
浜
を
語
る
貴
重

な
歴
史
資
料
に
間
違
い
な
く
、
閲
覧
室
に
開

架
し
て
あ
る
『
横
浜
貿
易
新
報
』
な
ど
の
地

元
メ
デ
ィ
ア
と
合
わ
せ
て
見
る
と
、
当
時
の

横
浜
の
状
況
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。
今
回
は
そ
ん
な
『
横
浜
グ
ラ
フ
』
の
写

真
を
紹
介
し
た
い
。

二
、
写
真
の
内
容

『
横
浜
グ
ラ
フ
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
写

真
の
サ
イ
ズ
は
、
多
少
の
誤
差
は
あ
る
も
の

の
、
凡
そ
長
辺
一
五
〜
一
五
・
五
セ
ン
チ
前

後
、
短
辺
一
一
セ
ン
チ
前
後
で
、
キ
ャ
ビ
ネ

版
に
近
い
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
は

横
浜
市
内
で
起
こ
っ
た
社
会
的
な
事
象
を
網

羅
し
て
お
り
、
当
資
料
室
の
所
蔵
の
期
間
に

限
っ
て
も
、
外
国
人
の
来
訪
や
各
種
学
校
の

年
中
行
事
、
横
浜
港
の
風
景
な
ど
多
岐
に
亘

る
。
ま
た
、
写
真
を
撮
影
し
た
国
際
写
真
通

信
社
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、『
横

浜
貿
易
新
報
』
の
記
事
と
同
一
の
写
真
を
使

用
し
て
い
る
点
か
ら
、
何
ら
か
の
関
係
性
を

有
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
際
写
真
通
信
社

は
撮
影
し
た
写
真
を
横
浜
貿
易
新
報
社
に
提

供
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

八
頁
で
は
代
表
的
な
写
真
を
八
点
掲
げ
た
。

ま
た
、
当
資
料
室
所
蔵
の
写
真
一
〇
七
枚
は

次
頁
の
【
表
一
】
の
画
像
デ
ー
タ
一
覧
の
通

り
で
あ
る
。
写
真
一
点
一
点
の
資
料
番
号
と

と
も
に
、
被
写
体
の
情
報
を
補
う
た
め
、『
横

浜
貿
易
新
報
』
に
対
応
す
る
記
事
が
あ
る
場

合
は
そ
の
日
付
も
備
考
欄
に
付
し
た
。
今
後
、

閲
覧
室
内
に
画
像
デ
ー
タ
を
プ
リ
ン
ト
し
た

目
録
を
配
架
す
る
予
定
で
あ
る
。先
述
の『
昭

和
の
横
浜
』
と
合
わ
せ
て
幅
広
く
活
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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【写真２】写真の剝がされた台紙（右下部分）
� 本来ならばフランス軍艦の写真が存在した。
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